
環太平洋産業連関分析学会
2019年度 第３回 自治体・大学連携セミナー

自治体の産業連関表を活用するためのスカイライン分析の拡張
貿易・交易の内訳も示すグラフの提案

■ 主催：環太平洋産業連関分析学会（PAPAIOS）
■ 連絡先：環太平洋産業連関分析学会 g033papaios-seminar@ml.gakkai.ne.jp

日程：2019年10月26日（土）
時間：12:50～14:50（受付開始12：35～）
会場：明治大学駿河台校舎・リバティタワー、6階、1065教室

♦ 参加費無料、事前登録不要
どなたでも参加できます。当日、会場へお越しください。

♦ アクセスマップ：明治大学駿河台キャンパス
https://www.meiji.ac.jp/koho/campus_guide/suruga/access.html

プログラム
・ 開会挨拶
・ 埼玉県産業連関表の利活用について

倉林正明（埼玉県総務部統計課）

・ 貿易・交易の内訳も示すスカイライン分析の提案
宇多賢治郎（山梨大学）

・ 分析事例 I 大学教育での利用
八木尚志（明治大学）

・ 分析事例 II 地域経済分析での利用
高瀬浩二（静岡大学）

・ グラフを描くための方法の説明、質疑応答
ノートPCをご持参いただくと、グラフを作成いただけます。
ただし、MS-ExcelのVBAプログラムを使用しますので、OSやMSｰExcelの
バージョンによりうまく機能しない場合があることを、予めご了承ください。


